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料

再
犯
予
防
及
び
刑
の
個
別
化
に
関
す
る
法
案
第
一
四
一
三
号

井

上

宜

裕
（
訳
）

は
し
が
き

再
犯
予
防
及
び
刑
の
個
別
化
に
関
す
る
法
案
第
一
四
一
三
号

第
一
編

効
果
的
か
つ
適
合
的
な
刑
罰
の
宣
告
を
保
証
す
る
た
め
の
諸

規
定

第
一
章

法
定
刑
及
び
刑
の
宣
告
に
関
す
る
一
般
原
則

第
二
章

個
別
化
さ
れ
た
刑
罰
の
宣
告
を
保
証
す
る
た
め
の
諸
規
定

第
三
章

刑
事
強
制
を
創
設
す
る
諸
規
定

第
二
編

刑
罰
の
執
行
体
制
を
精
確
に
し
、
被
有
罪
宣
告
者
の
監
視
及

び
監
督
を
強
化
す
る
た
め
の
諸
規
定

第
一
章

刑
罰
の
実
施
を
支
配
す
る
諸
原
理

第
二
章

被
有
罪
宣
告
者
の
ケ
ア
に
関
す
る
諸
規
定

第
三
章

被
有
罪
宣
告
者
の
監
視
及
び
監
督
に
お
け
る
公
的
行
刑
機

関
の
役
割
に
関
す
る
諸
規
定

第
四
章

司
法
の
手
に
あ
る
者
に
よ
る
義
務
違
反
の
場
合
に
警
察
及

び
憲
兵
の
権
限
を
強
化
す
る
た
め
の
諸
規
定

第
五
章

被
有
罪
宣
告
者
の
監
督
、
監
視
下
で
の
漸
進
的
な
自
由
回

復
を
保
証
す
る
諸
規
定

第
三
編

雑
則

は
し
が
き

本
資
料
は
、
二
〇
一
三
年
一
〇
月
九
日
、Jea

n
-M
a
rc
 
A
Y
-

R
A
U
L
T

首
相
の
名
で
、
国
璽
尚
書
・
司
法
大
臣C

h
ristia

n
e

T
A
U
B
IR
A

に
よ
っ
て
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
た
、

再
犯
予
防
及

び
刑
の
個
別
化
に
関
す
る
法
案
第
一
四
一
三
号１

）」
を
翻
訳
し
た
も
の

で
あ
る
。

本
法
案
は
、
若
干
の
修
正
を
経
て
、

刑
罰
の
個
別
化
と
刑
事
制

裁
の
効
率
性
向
上
に
関
す
る
二
〇
一
四
年
八
月
一
五
日
の
法
律
第
八

九
六
号２

）」
と
し
て
成
立
す
る
が
、
そ
の
中
に
は
多
く
の
斬
新
な
提
案

が
含
ま
れ
て
い
る
。

中

で

も
、
注

目

す

べ

き

は
、

刑

事

強

制
（c

o
n
tra

in
te

p
en
a
le

）」

第
一
編
第
三
章
）、
及
び
、

強
制
下
釈
放
（lib

era
-

tio
n
 
so
u
s co

n
tra
in
te

）」

第
二
編
第
五
章
）
制
度
の
導
入
で
あ

ろ
う
。
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刑
事
強
制
」
は
、
軽
罪
刑
の
ひ
な
形
に
挿
入
さ
れ
る
（
第
八
条

第
二
項
及
び
第
三
項
）。
そ
の
内
容
は
、

六
ヵ
月
以
上
五
年
以
下
で

裁
判
所
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
た
期
間
、
刑
罰
適
用
判
事
の
監
督
の
下
、

監
督
及
び
援
助
の
措
置
、
並
び
に
、
対
象
者
の
社
会
内
へ
の
統
合
ま

た
は
再
統
合
を
促
進
し
つ
つ
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た

特
別
の
義
務
及
び
禁
止
に
服
す
る
こ
と
を
対
象
者
に
義
務
づ
け
る
」

同
条
第
六
項
）
も
の
で
あ
る
。
即
ち
、

刑
事
強
制
」
は
、
保
護
観

察
を
独
立
の
刑
罰
と
す
る
、
い
わ
ゆ
る
保
護
観
察
刑
で
あ
る
。

強
制
下
釈
放
」
と
は
、

被
有
罪
宣
告
者
の
収
容
を
終
わ
ら
せ
、

刑
罰
適
用
判
事
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
決
定
に
従
っ
て
、
残
刑
期
と
等

し
い
期
間
、
同
人
を
半
自
由
、
電
子
監
視
、
外
部
収
容
ま
た
は
仮
釈

放
に
付
す
」

第
一
六
条
第
六
項
）
も
の
で
あ
っ
て
、
一
種
の
必
要

的
仮
釈
放
制
度
と
い
え
る
。

こ
の
よ
う
に
、

刑
事
強
制
」
及
び
「
強
制
下
釈
放
」
は
、
フ
ラ

ン
ス
の
社
会
内
処
遇
に
と
っ
て
こ
れ
ま
で
に
な
い
変
革
を
も
た
ら
し

う
る
と
考
え
ら
れ
る
が
、
両
制
度
の
運
用
状
況
は
少
な
く
と
も
現
状

に
お
い
て
は
低
調
な
ま
ま
で
あ
る３

）。
そ
の
理
由
は
ど
こ
に
あ
る
の
で

あ
ろ
う
か
。
こ
の
点
を
見
極
め
る
た
め
に
も
、
そ
の
前
提
と
し
て
、

政
府
に
よ
っ
て
提
出
さ
れ
た
当
初
の
法
案
に
目
を
通
し
て
お
く
必
要

が
あ
ろ
う
。
さ
ら
に
は
、
こ
の
作
業
に
よ
っ
て
、
日
本
に
お
け
る
社

会
内
処
遇
の
あ
り
方
を
検
討
す
る
際
の
有
益
な
示
唆
が
え
ら
れ
る
も

の
と
思
わ
れ
る
。

以
下
、
本
法
案
を
翻
訳
し
て
紹
介
す
る４

）。

再
犯
予
防
及
び
刑
の
個
別
化
に
関
す
る
法
案
第
一
四

一
三
号

法
案

首
相
は
、

国
璽
尚
書
、
司
法
大
臣
の
報
告
に
基
づ
き
、

憲
法
第
三
九
条
に
鑑
み
、

以
下
の
通
り
、
命
令
す
る
。

コ
ン
セ
イ
ユ
・
デ
タ
の
意
見
聴
取
の
後
、
大
臣
会
議
で
審
議
さ
れ
た
、

再
犯
予
防
及
び
刑
の
個
別
化
に
関
す
る
本
法
案
は
、
国
璽
尚
書
、
司

法
大
臣
に
よ
っ
て
国
民
議
会
に
提
出
さ
れ
、
国
璽
尚
書
、
司
法
大
臣

が
本
法
案
の
理
由
を
説
明
し
、
論
争
を
支
持
す
る
任
を
負
う
こ
と
に

な
る
。

第
一
編

効
果
的
か
つ
適
合
的
な
刑
罰
の
宣
告
を
保
証
す
る
た
め
の

諸
規
定

第
一
章

法
定
刑
及
び
刑
の
宣
告
に
関
す
る
一
般
原
則
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第
一
条

①
刑
法
典
第
一
部
第
三
編
の
冒
頭
、
本
部
﹇
編

﹈
第
一

章
の
前
に
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る
第
一
三
〇

一
条
が
挿
入
さ

れ
る
。

②
「
第
一
三
〇

一
条
｜
社
会
を
保
護
し
、
再
犯
を
予
防
し
、
か
つ
、

被
害
者
に
認
め
ら
れ
る
権
利
の
尊
重
の
下
、
社
会
の
衡
平
を
修
復
す

る
た
め
、
刑
罰
は
次
の
機
能
を
も
つ
。

③
「
｜
被
有
罪
宣
告
者
に
制
裁
を
加
え
る
こ
と
、

④
「
｜
被
有
罪
宣
告
者
の
改
善
、
社
会
統
合
、
社
会
再
統
合
を
促
進

す
る
こ
と
。」

第
二
条

①
同
法
典
第
一
三
二

一
条
は
、
以
下
の
項
に
よ
っ
て
補

完
さ
れ
る
。

②
「
裁
判
所
に
よ
っ
て
宣
告
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
刑
罰
は
、
個
別
化
さ

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

③
「
法
律
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
制
限
内
で
、
裁
判
所
は
、
第
一
三

〇

一
条
に
挙
げ
ら
れ
る
目
的
を
保
証
す
る
よ
う
に
、
犯
罪
の
状
況

及
び
犯
罪
行
為
者
の
人
格
に
応
じ
て
、
宣
告
刑
の
種
類
、
量
、
及
び
、

実
施
体
制
を
決
定
す
る
。」

第
三
条

①
Ⅰ.
｜
刑
法
典
は
、
以
下
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
一
三
二

一
九
条
第
一
項
の
後
に
、
第
一
三
二

二
四
条
最
終

項
が
、

第
一
三
二

一
九

一
条
の
適
用
に
よ
り
、
法
定
累
犯
の
状

態
で
宣
告
さ
れ
る
有
罪
判
決
を
除
い
て
」
と
い
う
文
言
な
し
で
挿
入

さ
れ
る
。

③
2
第
一
三
二

一
九
条
最
終
項
は
、
以
下
の
規
定
に
置
き
換
え
ら

れ
る
。

④
「
軽
罪
裁
判
所
は
、
執
行
猶
予
の
な
い
拘
禁
刑
、
ま
た
は
、
第
一

三
二

二
五
条
乃
至
第
一
三
二

二
八
条
に
定
め
ら
れ
る
刑
の
修
正
措

置
の
対
象
と
な
ら
な
い
拘
禁
刑
を
宣
告
す
る
場
合
、
事
件
の
諸
事
情
、

当
該
行
為
者
の
人
格
及
び
状
況
に
鑑
み
て
、
特
に
理
由
を
付
さ
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
。」

⑤
3
第
一
三
二

二
四
条
第
一
項
第
二
文
は
、

同
様
に
」
と
い
う
文

言
な
し
で
第
一
三
二

二
〇
条
第
二
項
に
な
る
。

⑥
4
第
一
三
二

二
四
条
は
、
以
下
の
規
定
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

⑦
「
第
一
三
二

二
四
条
｜
刑
罰
は
、
本
節
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

態
様
に
従
っ
て
個
別
化
さ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。」

⑧
Ⅱ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

⑨
1
第
三
六
二
条
に
お
い
て
、

第
一
三
二

一
八
条
及
び
第
一
三
二

二
四
条
」
と
い
う
文
言
が
、

第
一
三
〇

一
条
、
第
一
三
二

一
条

及
び
第
一
三
二

一
八
条
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

⑩
2
第
四
九
五

八
条
に
お
い
て
、

第
一
三
二

二
四
条
」
と
い
う

文
言
が
、

第
一
三
〇

一
条
及
び
第
一
三
二

一
条
」
と
い
う
文
言

再犯予防及び刑の個別化に関する法案第一四一三号（井上）
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に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

第
二
章

個
別
化
さ
れ
た
刑
罰
の
宣
告
を
保
証
す
る
た
め
の
諸
規
定

第
一
節

被
告
人
の
人
格
の
認
識
を
向
上
さ
せ
る
た
め
に
刑
の
宣
告

猶
予
を
促
進
す
る
諸
規
定

第
四
条

①
Ⅰ.
｜
刑
法
典
第
一
三
二

七
〇
条
の
後
、
第
五
段
の
表

題
が
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
、
第
一
三
二

七
〇

一
条
は
次
の
よ
う

に
再
構
成
さ
れ
る
。

②
「
第
五
段

③
「
人
格
調
査
の
た
め
の
宣
告
猶
予

④
「
第
一
三
二

七
〇

一
条
｜
裁
判
所
は
、
人
格
に
関
す
る
補
足
的

調
査
を
命
じ
る
必
要
が
あ
る
と
思
料
す
る
場
合
、
当
該
自
然
人
に
対

し
、
刑
罰
の
宣
告
を
猶
予
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑤
「
こ
の
場
合
、
裁
判
所
は
、
決
定
に
お
い
て
、
刑
罰
に
関
し
て
裁

定
が
下
さ
れ
る
期
日
を
定
め
る
。

⑥
「
刑
罰
に
関
す
る
決
定
は
、
遅
く
と
も
、
宣
告
猶
予
の
決
定
後
、

四
ヶ
月
以
内
に
な
さ
れ
、
対
象
者
が
勾
留
に
付
さ
れ
る
場
合
は
、
刑

事
訴
訟
法
典
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
よ
り
短
い
期
間
内
に
な
さ
れ

る
。」

⑦
Ⅱ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
九
七

三
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
起

草
さ
れ
る
第
三
九
七

三

一
条
が
挿
入
さ
れ
る
。

⑧
「
第
三
九
七

三

一
条
｜
刑
法
典
第
一
三
二

七
〇

一
条
に
従
っ

て
人
格
調
査
の
た
め
刑
罰
の
宣
告
猶
予
を
言
い
渡
す
場
合
、
裁
判
所

は
、
同
様
に
、
第
三
九
七

三
条
第
一
項
に
従
っ
て
有
罪
宣
告
を
受

け
た
者
を
司
法
統
制
処
分
も
し
く
は
電
子
監
視
付
居
住
指
定
に
付
し

も
し
く
は
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
、
ま
た
は
、
第
三
九
五
条

以
下
で
定
め
ら
れ
る
場
合
、
第
三
九
七

三
条
第
二
項
に
従
っ
て
勾

留
に
付
し
も
し
く
は
こ
れ
を
継
続
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
が

勾
留
に
付
さ
れ
ま
た
は
継
続
さ
れ
る
場
合
、
第
三
九
七

三
条
第
三

項
及
び
第
四
項
の
規
定
が
適
用
さ
れ
る
。」

第
二
節

刑
の
個
別
化
の
方
法
に
よ
る
こ
と
を
促
進
す
る
諸
規
定

第
五
条

①
Ⅰ.
｜
刑
法
典
第
一
三
二

一
八

一
条
、
第
一
三
二

一

九

一
条
、
第
一
三
二

一
九

二
条
及
び
第
一
三
二

二
〇

一
条
は
、

廃
止
さ
れ
る
。

②
Ⅱ.
｜
同
法
典
第
一
三
二

二
四
条
第
三
項
に
お
い
て
、

第
一
三
二

一
九

一
条
の
適
用
に
よ
り
法
定
累
犯
の
状
態
で
宣
告
さ
れ
る
有
罪

判
決
を
除
い
て
」
と
い
う
文
言
は
、
削
除
さ
れ
る
。

③
Ⅲ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
第
三
六
二
条
第
一
項
に
お
い
て
、

、
並
び

に
、
行
為
が
法
定
累
犯
の
状
態
で
な
さ
れ
た
場
合
、
同
法
典
第
一
三

二

一
八

一
条
、
及
び
、
場
合
に
よ
っ
て
は
、
第
一
三
二

一
九

一

条
の
」
と
い
う
文
言
は
、
削
除
さ
れ
る
。

資 料
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④
Ⅳ.
｜
同
法
典
第
七
〇
六

二
五
条
第
一
項
第
二
文
に
お
い
て
、

第

一
六
」
と
い
う
文
言
は
、

第
一
四
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら

れ
る
。

⑤
Ⅴ.
｜
犯
罪
少
年
に
関
す
る
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド
ナ
ン

ス
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

⑥
1
第
二
〇
条
第
一
四
項
及
び
第
一
五
項
は
、
削
除
さ
れ
る
。

⑦
2
第
二
〇

二
条
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

⑧
ａ)
第
一
項
の
最
終
文
は
、
削
除
さ
れ
る
。

⑨
ｂ)
第
二
項
乃
至
第
七
項
は
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る
項
に
置
き

換
え
ら
れ
る
。

⑩
「
但
し
、
少
年
が
一
六
歳
以
上
の
場
合
、
少
年
裁
判
所
及
び
少
年

重
罪
法
院
は
、
例
外
的
に
、
事
件
の
諸
事
情
及
び
当
該
少
年
の
人
格

に
鑑
み
、
第
一
項
を
適
用
し
な
い
旨
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
こ

の
決
定
が
少
年
裁
判
所
に
よ
っ
て
下
さ
れ
う
る
の
は
、
特
に
理
由
を

付
し
た
判
示
に
よ
っ
て
の
み
で
あ
る
。」

ｃ)
第
八
項
に
お
い
て
、
刑
法
典
第
一
三
二

八
条
乃
至
第
一
三
二

一
一
条
、
第
一
三
二

一
八

一
条
及
び
第
一
三
二

一
九

一
条
、

並
び
に
、
前
二
項
の
適
用
の
た
め
、」
と
い
う
文
言
は
、
削
除
さ
れ

る
。3

第
二
〇

三
条
に
お
い
て
、

第
二
項
乃
至
第
五
項
の
」
と
い
う

文
言
は
、

第
二
項
の
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

4
第
四
八
条
の
第
一
二
項
及
び
第
一
三
項
は
、
削
除
さ
れ
る
。

第
六
条

①
Ⅰ.
｜
刑
法
典
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
一
三
二

二
九
条
第
二
項
に
お
い
て
、

出
廷
時
に
、」
と
い

う
文
言
の
後
、
文
末
が
以
下
の
規
定
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

第
一

三
二

三
五
条
及
び
第
一
三
二

三
七
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間

内
に
行
わ
れ
た
新
た
な
犯
罪
に
つ
き
有
罪
判
決
が
下
さ
れ
る
場
合
、

執
行
猶
予
は
裁
判
所
に
よ
っ
て
取
り
消
さ
れ
う
る
。」

③
2
第
一
三
二

三
五
条
に
お
い
て
、

執
行
猶
予
の
取
消
を
伴
う
執

行
猶
予
の
な
い
」
と
い
う
文
言
は
、

第
一
三
二

三
六
条
に
定
義
さ

れ
る
条
件
に
お
い
て
執
行
猶
予
の
取
消
を
命
じ
た
」
と
い
う
文
言
に

置
き
換
え
ら
れ
る
。

④
3
第
一
三
二

三
六
条
は
、
以
下
の
規
定
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

⑤
「
第
一
三
二

三
六
条
｜
裁
判
所
は
、
懲
役
刑
ま
た
は
執
行
猶
予

の
な
い
拘
禁
刑
を
新
た
に
言
い
渡
す
場
合
、
執
行
が
猶
予
さ
れ
た
刑

罰
が
い
か
な
る
も
の
で
あ
っ
て
も
、
特
別
な
決
定
に
よ
り
、
先
に
付

与
さ
れ
た
執
行
猶
予
の
全
部
ま
た
は
裁
判
所
が
定
め
る
期
間
に
つ
き

そ
の
一
部
を
取
り
消
す
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
「
裁
判
所
は
、
懲
役
刑
ま
た
は
執
行
猶
予
の
な
い
拘
禁
刑
以
外
の

刑
を
自
然
人
ま
た
は
法
人
に
対
し
て
新
た
に
言
い
渡
す
場
合
、
懲
役

刑
ま
た
は
拘
禁
刑
以
外
の
刑
罰
に
伴
っ
て
先
に
付
与
さ
れ
た
執
行
猶
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予
の
全
部
ま
た
は
裁
判
所
が
定
め
る
期
間
に
つ
き
そ
の
一
部
を
取
り

消
す
こ
と
が
で
き
る
。」

⑦
4
第
一
三
二

三
七
条
に
お
い
て
、

第
一
三
二

三
六
条
に
定
義

さ
れ
る
条
件
に
お
い
て
、
執
行
猶
予
の
取
消
を
伴
う
執
行
猶
予
の
な

い
」
と
い
う
文
言
は
、

第
一
三
二

三
六
条
に
定
義
さ
れ
る
条
件
に

お
い
て
執
行
猶
予
の
取
消
を
命
じ
た
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら

れ
る
。

⑧
5
第
一
三
二

三
八
条
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

⑨
ａ)
第
一
項
に
お
い
て
、

単
純
な
」
と
い
う
文
言
の
後
に
、

裁
判

所
に
よ
っ
て
命
じ
ら
れ
る
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
る
。

⑩
ｂ)
第
二
項
は
、
削
除
さ
れ
る
。

6
第
一
三
二

三
九
条
に
お
い
て
、

科
さ
れ
る
」
と
い
う
文
言
は
、

第
一
三
二

三
六
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
宣
告
さ

れ
る
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

7
第
一
三
二

五
〇
条
は
、
以
下
の
規
定
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

「
第
一
三
二

五
〇
条
｜
裁
判
所
が
拘
禁
刑
の
全
部
の
執
行
を
命

じ
る
場
合
、
及
び
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
が
、
同
じ
恩
恵
の
下
に

既
に
宣
告
さ
れ
た
最
初
の
有
罪
宣
告
の
後
、
付
与
さ
れ
た
場
合
、
裁

判
所
は
、
特
別
な
決
定
に
よ
っ
て
、
最
初
の
刑
罰
が
同
様
に
執
行
さ

れ
る
旨
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

Ⅱ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
五
条
は
、
廃
止
さ
れ
る
。

第
七
条

①
Ⅰ.
｜
刑
法
典
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
一
三
二

二
五
条
第
一
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
、

二
年
」

と
い
う
文
言
は
「
一
年
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
、

一
年
」

と
い
う
文
言
は
「
六
ヶ
月
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

③
2
第
一
三
二

二
六

一
条
第
一
項
及
び
第
六
項
に
お
い
て
、

二

年
」
と
い
う
文
言
は
「
一
年
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
、

一
年
」
と
い
う
文
言
は
「
六
ヶ
月
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら

れ
る
。

④
3
第
一
三
二

二
七
条
に
お
い
て
、

二
年
の
」
と
い
う
文
言
は

「
一
年
の
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
、

一
年
」
と
い
う
文
言

は
「
六
ヶ
月
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

⑤
Ⅱ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

⑥
1
第
四
七
四
条
第
一
項
第
一
文
に
お
い
て
、

二
年
」
と
い
う
文

言
は
二
カ
所
「
一
年
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
置
き
換
え
ら
れ
、
同

項
第
三
文
に
お
い
て
、

二
年
の
」
と
い
う
文
言
は
「
一
年
の
」
と

い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
、

一
年
」
と
い
う
文
言
は
「
六
ヶ
月
」

と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

⑦
2
第
七
二
三

一
五
条
第
一
項
第
一
文
に
お
い
て
、

二
年
」
と
い

う
文
言
は
三
カ
所
「
一
年
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
、
同
項

第
二
文
に
お
い
て
、

二
年
の
」
と
い
う
文
言
は
「
一
年
の
」
と
い

う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
、

一
年
」
と
い
う
文
言
は
「
六
ヶ
月
」
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と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

第
三
章

刑
事
強
制
を
創
設
す
る
諸
規
定

第
八
条

①
刑
法
典
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
一
三
一

三
条
は
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る
一
項
に
よ
っ

て
補
完
さ
れ
る
。

③
「
9
刑
事
強
制
」

④
2
第
一
三
一

八

一
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る
第
一

三
一

八

二
条
が
挿
入
さ
れ
る
。

⑤
「
第
一
三
一

八

二
条
｜
軽
罪
が
五
年
以
下
の
拘
禁
刑
で
処
罰
さ

れ
、
か
つ
、
行
為
者
の
人
格
及
び
行
為
遂
行
の
諸
状
況
が
個
別
化
さ

れ
強
化
さ
れ
た
社
会
教
育
的
支
援
を
正
当
化
す
る
場
合
、
裁
判
所
は
、

刑
事
強
制
刑
を
宣
告
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

⑥
「
刑
事
強
制
は
、
六
ヵ
月
以
上
五
年
以
下
で
裁
判
所
に
よ
っ
て
定

め
ら
れ
た
期
間
、
刑
罰
適
用
判
事
の
監
督
の
下
、
監
督
及
び
援
助
の

措
置
、
並
び
に
、
対
象
者
の
社
会
内
へ
の
統
合
ま
た
は
再
統
合
を
促

進
し
つ
つ
再
犯
を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
特
別
の
義
務
及
び

禁
止
に
服
す
る
こ
と
を
対
象
者
に
義
務
づ
け
る
。

⑦
「
有
罪
判
決
の
宣
告
時
か
ら
、
被
有
罪
宣
告
者
は
、
刑
罰
執
行
の

全
期
間
に
わ
た
っ
て
、
第
一
三
二

四
四
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る

監
督
措
置
に
服
す
る
。

⑧
「
被
有
罪
宣
告
者
に
課
さ
れ
う
る
特
別
の
義
務
及
び
禁
止
は
、
以

下
の
通
り
で
あ
る
。

⑨
「
1
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
に
関
す
る
第
一
三
二

四
五
条
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
義
務
及
び
禁
止

⑩
「
2
第
一
三
一

八
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い
て
、

公
益
奉
仕
労
働
を
行
う
義
務

「
3
対
象
者
が
社
会
内
司
法
監
督
が
課
さ
れ
る
軽
罪
で
有
罪
判
決

を
受
け
、
か
つ
、
医
学
鑑
定
に
よ
っ
て
対
象
者
が
治
療
の
対
象
と
な

り
う
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
場
合
、
公
衆
衛
生
法
典
第
三
七
一
一

一
条
乃
至
第
三
七
一
一

五
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
条
件
に
お
い

て
、
治
療
義
務

「
刑
事
強
制
を
宣
告
す
る
裁
判
所
は
、
一
時
的
に
、
被
有
罪
宣
告

者
に
対
し
て
、
第
一
三
二

四
五
条
第
四
号
乃
至
第
一
四
号
に
よ
っ

て
定
め
ら
れ
る
禁
止
及
び
義
務
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
裁
判
所

は
、
同
様
に
、
対
象
者
が
社
会
内
司
法
監
督
が
課
さ
れ
る
軽
罪
で
有

罪
判
決
を
受
け
、
か
つ
、
医
学
鑑
定
に
よ
っ
て
対
象
者
が
治
療
の
対

象
と
な
り
う
る
と
結
論
づ
け
ら
れ
た
場
合
、
治
療
命
令
を
宣
告
し
う

る
。
裁
判
所
は
、
同
様
に
、
必
要
な
場
合
、
司
法
統
制
処
分
の
枠
内

で
対
象
者
に
課
さ
れ
る
義
務
及
び
禁
止
の
全
部
ま
た
は
一
部
を
宣
告

し
う
る
。

「
被
有
罪
宣
告
者
の
状
況
及
び
人
格
を
評
価
し
た
後
、
刑
罰
適
用
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判
事
は
、
刑
事
訴
訟
法
典
に
よ
っ
て
示
さ
れ
る
条
件
に
お
い
て
か
つ

そ
の
態
様
に
従
い
、
本
条
第
一
号
乃
至
第
三
号
に
挙
げ
ら
れ
る
義
務

及
び
禁
止
の
内
、
被
有
罪
宣
告
者
が
服
す
る
義
務
及
び
禁
止
を
決
定

す
る
。
こ
れ
ら
の
義
務
及
び
禁
止
は
、
被
有
罪
宣
告
者
の
評
価
に
鑑

み
、
強
制
の
執
行
中
、
修
正
さ
れ
う
る
。

「
決
定
の
宣
告
後
、
裁
判
所
の
長
は
、
被
有
罪
宣
告
者
に
対
し
て
、

そ
の
者
が
在
廷
す
る
場
合
、
課
さ
れ
る
禁
止
及
び
義
務
、
並
び
に
、

そ
れ
ら
に
違
反
し
た
場
合
の
帰
結
に
つ
き
警
告
を
与
え
る
。

「
刑
事
強
制
の
宣
告
は
、
仮
執
行
力
を
有
す
る
。」

3
第
一
三
一

九
条
第
一
項
に
お
い
て
、

第
一
三
一

六
条
（
に

よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
自
由
剥
奪
も
し
く
は
制
限
刑
と
も
）
〜
と
も

（
併
科
さ
れ
え
な
い
）」
と
い
う
文
言
の
後
に
、

刑
事
強
制
刑
ま
た

は
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
る
。

第
九
条

①
刑
事
訴
訟
法
典
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
四
七
四
条
最
終
項
に
お
い
て
、

有
罪
宣
告
さ
れ
た
」
と
い

う
文
言
の
後
に
、

刑
事
強
制
で
」
と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
る
。

③
2
第
七
一
三

四
一
条
の
後
に
、
以
下
の
規
定
が
挿
入
さ
れ
る
。

④
「
第
一
編
の
二

⑤
「
刑
事
強
制

⑥
「
第
七
一
三

四
二
条
｜
社
会
復
帰
・
保
護
観
察
局
は
、
刑
事
強
制

刑
の
宣
告
を
受
け
る
者
の
人
格
及
び
状
況
を
評
価
す
る
。

⑦
「
こ
の
評
価
の
後
、
社
会
復
帰
・
保
護
観
察
局
は
、
措
置
、
義
務

及
び
禁
止
の
内
容
、
並
び
に
、
そ
の
実
施
態
様
に
関
す
る
提
案
を
含

ん
だ
報
告
書
を
刑
罰
適
用
判
事
に
送
付
す
る
。

⑧
「
第
七
一
三

四
三
条
｜
社
会
復
帰
・
保
護
観
察
局
に
よ
っ
て
作
成

さ
れ
た
報
告
書
に
鑑
み
て
、
被
有
罪
宣
告
者
を
聴
取
し
た
後
、
刑
罰

適
用
判
事
は
、
第
七
一
二

八
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
態
様
に

従
っ
て
、
刑
法
典
第
一
三
一

八

二
条
第
一
号
乃
至
第
三
号
に
挙
げ

ら
れ
る
義
務
及
び
禁
止
の
内
、
被
有
罪
宣
告
者
が
課
さ
れ
る
特
別
な

義
務
及
び
禁
止
を
命
令
に
よ
っ
て
確
定
す
る
。
刑
罰
適
用
判
事
は
、

こ
の
命
令
を
被
有
罪
宣
告
者
に
通
知
し
、
第
七
一
三

四
四
条
、
第

七
一
三

四
七
条
及
び
第
七
一
三

四
八
条
の
規
定
を
知
ら
せ
る
。

⑨
「
こ
の
命
令
は
、
そ
の
通
知
か
ら
一
〇
日
以
内
に
、
控
訴
院
刑
罰

適
用
部
の
長
に
対
し
、
被
有
罪
宣
告
者
、
共
和
国
検
事
ま
た
は
検
事

長
に
よ
る
上
訴
の
対
象
と
な
り
う
る
。
こ
の
上
訴
は
、
停
止
効
を
も

た
な
い
。

⑩
「
第
七
一
三

四
四
条
｜
対
象
者
の
状
況
は
、
刑
罰
の
執
行
中
、

定
期
的
に
、
ま
た
、
少
な
く
と
も
年
に
一
回
、
社
会
復
帰
・
保
護
観

察
局
及
び
刑
罰
適
用
判
事
に
よ
っ
て
再
評
価
さ
れ
る
。

「
こ
の
新
た
な
評
価
に
鑑
み
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
第
七
一
二

八
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
態
様
に
従
っ
て
、
命
令
に
よ
っ
て
、
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以
下
の
こ
と
を
な
し
う
る
。

「
1
刑
法
典
第
一
三
一

八

二
条
第
一
号
乃
至
第
三
号
に
挙
げ
ら

れ
る
義
務
及
び
禁
止
を
修
正
ま
た
は
補
完
す
る
こ
と

「
2
こ
れ
ら
の
内
の
い
く
つ
か
を
取
り
消
す
こ
と

「
第
七
一
三

四
五
条
｜
被
有
罪
宣
告
者
が
自
ら
に
課
さ
れ
て
い

た
措
置
、
義
務
及
び
禁
止
を
少
な
く
と
も
一
年
間
履
行
し
、
社
会
復

帰
が
達
成
さ
れ
た
と
思
料
さ
れ
、
か
つ
、
い
か
な
る
監
視
も
も
は
や

必
要
な
い
と
思
料
さ
れ
る
場
合
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
共
和
国
検
事

の
正
式
な
請
求
に
基
づ
き
、
第
七
一
二

八
条
で
定
め
ら
れ
る
態
様

に
従
っ
て
下
さ
れ
る
命
令
に
よ
り
、
刑
事
強
制
刑
を
早
期
に
終
了
さ

せ
る
旨
決
定
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

検
察
官
の
同
意
が
え
ら
れ
な
い
場
合
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
理
由

を
付
し
た
申
請
に
よ
り
、
裁
判
所
の
長
ま
た
は
裁
判
所
の
長
に
よ
り

指
名
さ
れ
た
判
事
に
こ
の
た
め
本
件
を
付
託
す
る
こ
と
が
で
き
、
付

託
さ
れ
た
者
は
、
第
七
一
二

六
条
の
適
用
に
よ
り
、
公
の
対
審
の

後
、
裁
定
を
下
す
。
こ
の
最
初
の
請
求
が
棄
却
さ
れ
た
場
合
、
次
の

請
求
は
、
こ
の
棄
却
決
定
か
ら
一
年
が
経
過
し
た
後
で
な
け
れ
ば
、

提
出
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
。
場
合
に
よ
っ
て
は
行
わ
れ
う
る
、
そ

の
後
の
請
求
に
つ
い
て
も
同
様
で
あ
る
。

「
第
七
一
三

四
六
条
｜
刑
事
強
制
の
執
行
期
間
は
、
被
有
罪
宣

告
者
が
収
容
さ
れ
る
場
合
、
第
七
一
三

四
七
条
第
二
項
乃
至
第
四

項
ま
た
は
第
七
一
三

四
九
条
が
適
用
さ
れ
る
場
合
を
除
い
て
、
刑

罰
適
用
判
事
に
よ
っ
て
停
止
さ
れ
う
る
。

「
第
七
一
三

四
七
条
｜
被
有
罪
宣
告
者
が
自
ら
に
課
さ
れ
る
措

置
、
義
務
及
び
禁
止
を
遵
守
し
な
い
場
合
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
職

権
に
よ
り
ま
た
は
共
和
国
検
事
の
請
求
に
基
づ
き
、
第
七
一
二

八

条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
態
様
に
従
い
、
被
有
罪
宣
告
者
に
課
さ
れ

る
義
務
ま
た
は
禁
止
を
補
完
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
前
条
に
定
め
ら
れ
る
解
決
が
刑
罰
の
実
効
性
を
保
証
す
る
の
に

不
十
分
な
場
合
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
職
権
に
よ
り
ま
た
は
共
和
国

検
事
の
請
求
に
基
づ
き
、
裁
判
所
に
よ
っ
て
宣
告
さ
れ
た
刑
事
強
制

刑
の
期
間
の
半
分
及
び
科
さ
れ
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
な
い
期
間
、

拘
禁
刑
を
被
有
罪
宣
告
者
に
対
し
て
執
行
す
る
た
め
、
理
由
を
付
し

た
申
請
に
よ
り
、
大
審
裁
判
所
の
長
ま
た
は
大
審
裁
判
所
の
長
に

よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
判
事
に
本
件
を
付
託
す
る
。
裁
判
所
の
長
ま
た

は
裁
判
所
の
長
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
判
事
は
、
第
七
一
二

六
条

の
規
定
に
従
い
、
公
の
対
審
の
後
、
裁
定
を
下
し
、
こ
の
制
限
内
で
、

執
行
す
べ
き
拘
禁
刑
の
期
間
を
定
め
る
。
裁
判
所
の
長
ま
た
は
裁
判

所
の
長
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
判
事
は
、
こ
の
拘
禁
刑
が
半
自
由
、

外
部
収
容
ま
た
は
電
子
監
視
の
制
度
の
下
で
実
行
さ
れ
る
旨
決
定
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

「
第
二
項
が
適
用
さ
れ
る
場
合
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
必
要
と
思
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料
す
る
場
合
、
第
七
一
二

一
九
条
第
一
項
及
び
第
二
項
の
適
用
に

よ
り
、
被
有
罪
宣
告
者
の
仮
収
容
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。
被
有

罪
宣
告
者
の
収
容
か
ら
一
五
日
以
内
に
、
裁
判
所
の
長
ま
た
は
裁
判

所
の
長
に
よ
っ
て
指
名
さ
れ
た
判
事
の
面
前
で
対
審
が
開
か
れ
な
い

場
合
、
被
有
罪
宣
告
者
は
、
他
の
理
由
で
拘
禁
さ
れ
な
い
限
り
、
釈

放
さ
れ
る
。

「
刑
事
強
制
の
執
行
中
、
刑
罰
適
用
判
事
は
、
命
じ
ら
れ
る
拘
禁

刑
の
合
計
期
間
が
裁
判
所
に
よ
っ
て
宣
告
さ
れ
る
刑
期
の
半
分
ま
た

は
科
さ
れ
る
拘
禁
刑
の
上
限
を
超
え
な
い
限
り
で
、
第
二
項
を
複
数

回
適
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
命
じ
ら
れ
る
拘
禁
刑
が
刑
事
強
制
の

期
間
の
半
分
に
等
し
い
か
も
し
く
は
こ
の
上
限
に
等
し
い
場
合
、
ま

た
は
、
必
要
に
応
じ
て
命
じ
ら
れ
た
先
の
拘
禁
刑
を
顧
慮
し
こ
の
期

間
に
達
す
る
場
合
、
裁
判
所
の
長
ま
た
は
裁
判
所
の
長
に
よ
っ
て
指

名
さ
れ
た
判
事
は
、
決
定
に
よ
っ
て
、
刑
事
強
制
を
終
了
さ
せ
る
。

「
第
七
一
三

四
八
条
｜
被
有
罪
宣
告
者
が
、
刑
事
強
制
の
執
行

期
間
中
、
一
般
法
上
の
重
罪
ま
た
は
軽
罪
を
行
い
、
執
行
猶
予
の
な

い
自
由
剥
奪
刑
の
宣
告
を
受
け
る
場
合
、
判
決
裁
判
所
は
、
刑
罰
適

用
判
事
の
意
見
を
聴
取
し
た
後
、
同
様
に
、
第
七
一
三

四
七
条
第

二
項
に
よ
っ
て
規
定
さ
れ
る
拘
禁
刑
の
全
部
ま
た
は
一
部
の
執
行
を

命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
第
七
一
三

四
九
条
｜
本
編
の
規
定
の
適
用
態
様
は
デ
ク
レ
で

こ
れ
を
定
め
る
。
当
該
デ
ク
レ
は
、
と
り
わ
け
、
第
七
一
三

四
二

条
に
規
定
さ
れ
る
評
価
が
行
わ
れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
限
、
及
び
、

こ
の
評
価
に
鑑
み
、
刑
罰
適
用
判
事
が
第
七
一
三

四
三
条
に
よ
っ

て
規
定
さ
れ
る
決
定
を
下
さ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
期
限
を
定
め
る
。」

第
一
〇
条

犯
罪
少
年
に
関
す
る
一
九
四
五
年
二
月
二
日
の
オ
ル
ド

ナ
ン
ス
第
四
五

一
七
四
号
第
二
〇

四
条
の
冒
頭
に
、

刑
事
強
制
」

と
い
う
文
言
が
挿
入
さ
れ
る
。

第
二
編

刑
罰
の
執
行
体
制
を
精
確
に
し
、
被
有
罪
宣
告
者
の
監
視

及
び
監
督
を
強
化
す
る
た
め
の
諸
規
定

第
一
章

刑
罰
の
実
施
を
支
配
す
る
諸
原
理

第
一
一
条

①
Ⅰ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
〇
七
条
は
、
次
の
よ
う
に

修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
二
項
及
び
第
三
項
は
、
以
下
の
規
定
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

③
「
Ⅱ.
｜
刑
罰
の
執
行
中
、
被
害
者
は
、
以
下
の
権
利
を
有
す
る
。

④
「
1
自
己
の
利
益
に
対
す
る
あ
ら
ゆ
る
侵
害
を
司
法
当
局
に
提
訴

す
る
こ
と

⑤
「
2
損
害
賠
償
ま
た
は
そ
の
他
の
適
切
な
手
段
に
よ
っ
て
、
自
己

の
損
害
の
補
償
を
受
け
る
こ
と

⑥
「
3
被
害
者
が
望
む
場
合
、
本
法
典
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
場
合
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に
か
つ
そ
の
条
件
に
お
い
て
、
自
由
剥
奪
刑
の
執
行
の
終
了
に
つ
い

て
通
知
さ
れ
る
こ
と

⑦
「
4
場
合
に
よ
っ
て
は
、
自
己
の
平
穏
及
び
安
全
を
保
証
す
る
必

要
性
が
顧
慮
さ
れ
る
こ
と

⑧
「
司
法
当
局
は
、
刑
罰
の
執
行
中
、
そ
の
執
行
態
様
が
ど
の
よ
う

な
も
の
で
あ
れ
、
常
に
こ
れ
ら
の
権
利
を
全
て
保
障
す
る
義
務
を
負

う
。

⑨
「
Ⅲ.
｜
自
由
剥
奪
及
び
制
限
刑
の
執
行
体
制
は
、
被
有
罪
宣
告
者

が
社
会
の
規
範
を
遵
守
し
た
責
任
あ
る
生
活
を
送
り
、
新
た
な
犯
罪

の
実
行
を
回
避
す
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
、
被
有
罪
宣
告
者
の
社

会
統
合
ま
た
は
社
会
再
統
合
の
準
備
を
目
的
と
す
る
。

⑩
「
被
有
罪
宣
告
者
の
状
況
は
定
期
的
な
評
価
の
対
象
と
な
り
、
こ

の
体
制
は
、
被
有
罪
宣
告
者
の
人
格
の
変
化
を
考
慮
し
た
刑
罰
の
執

行
に
対
応
す
る
。

「
Ⅳ.
｜
自
由
剥
奪
刑
の
執
行
に
お
い
て
収
容
さ
れ
る
あ
ら
ゆ
る
被

有
罪
宣
告
者
は
、
い
か
な
る
形
態
の
司
法
上
の
監
視
も
な
く
釈
放
さ

れ
る
の
を
回
避
す
る
た
め
、
可
能
と
な
る
度
ご
と
に
、
半
自
由
、
外

部
収
容
、
電
子
監
視
、
仮
釈
放
ま
た
は
強
制
下
釈
放
の
措
置
の
枠
内

で
、
漸
進
的
な
自
由
回
復
の
恩
恵
を
受
け
る
。

2
本
条
の
冒
頭
に
、

Ⅰ
」
が
挿
入
さ
れ
る
。

3
第
七
〇
七

五
条
は
、
本
条
の
最
終
項
に
な
る
。

Ⅱ.
｜
行
刑
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
四
日
の
法
律
第
二
〇

〇
九

一
四
三
六
号
の
序
編
が
廃
止
さ
れ
、
同
法
第
二
条
は
第
一
編

第
一
章
第
一
条
と
な
る
。

第
二
章

被
有
罪
宣
告
者
の
ケ
ア
に
関
す
る
諸
規
定

第
一
二
条

①
行
刑
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
四
日
の
法
律

第
二
〇
〇
九

一
四
三
六
号
第
三
条
第
一
項
は
、
本
法
第
二
条
に
な

り
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る
一
文
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。

②
「
各
々
は
、
こ
の
点
に
つ
き
、
被
有
罪
宣
告
者
が
自
ら
の
社
会
統

合
を
容
易
に
し
う
る
全
て
の
権
利
を
有
効
に
獲
得
す
る
よ
う
に
留
意

す
る
。」

第
三
章

被
有
罪
宣
告
者
の
監
視
及
び
監
督
に
お
け
る
公
的
行
刑
機

関
の
役
割
に
関
す
る
諸
規
定

第
一
三
条

刑
事
訴
訟
法
典
第
七
一
二

一
条
第
一
項
は
、
次
の
よ

う
に
起
草
さ
れ
る
一
文
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。

行
刑
裁
判
所
は
、

社
会
復
帰
・
保
護
観
察
局
に
よ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
局
に
よ
り
決
定
さ

れ
実
施
さ
れ
る
被
有
罪
宣
告
者
の
ケ
ア
に
つ
い
て
通
知
さ
れ
る
。
行

刑
裁
判
所
は
、
刑
罰
の
執
行
の
監
督
を
強
化
す
る
の
に
必
要
と
思
料

す
る
修
正
を
行
わ
せ
る
こ
と
が
で
き
る
。」
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第
一
四
条

①
行
刑
に
関
す
る
二
〇
〇
九
年
一
一
月
二
四
日
の
法
律

第
二
〇
〇
九

一
四
三
六
号
第
一
三
条
第
二
項
は
、
以
下
の
規
定
に

よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。

②
「
社
会
復
帰
・
保
護
観
察
局
の
職
員
は
、
被
有
罪
宣
告
者
の
状
況

を
定
期
的
に
評
価
し
、
こ
れ
ら
の
評
価
に
鑑
み
、
被
有
罪
宣
告
者
の

ケ
ア
の
内
容
及
び
態
様
を
決
定
す
る
。」

第
四
章

司
法
の
手
に
あ
る
者
に
よ
る
義
務
違
反
の
場
合
に
警
察
及

び
憲
兵
の
権
限
を
強
化
す
る
た
め
の
諸
規
定

第
一
五
条

①
Ⅰ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
第
一
四
一

四
条
は
、
次
の
よ

う
に
修
正
さ
れ
る
。

②
1
第
一
項
に
お
い
て
、

第
九
号
及
び
第
一
七
号
の
」
と
い
う
文

言
は
、

第
一
号
、
第
二
号
、
第
三
号
、
第
八
号
、
第
九
号
、
第
一

四
号
及
び
第
一
七
号
の
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

③
2
本
条
は
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る
一
項
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ

る
。

④
「
本
条
の
規
定
は
、
同
様
に
、
電
子
監
視
付
居
住
指
定
に
付
さ
れ

る
対
象
者
に
適
用
さ
れ
る
。」

⑤
Ⅱ.
｜
同
法
典
第
一
四
一

四
条
の
後
に
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ

る
第
一
四
一

五
条
が
挿
入
さ
れ
る
。

⑥
「
第
一
四
一

五
条
｜
警
察
及
び
憲
兵
は
、
司
法
統
制
処
分
ま
た

は
電
子
監
視
付
居
住
指
定
に
付
さ
れ
、
武
器
の
所
持
が
禁
止
さ
れ
て

い
る
対
象
者
に
つ
き
、
現
に
そ
の
住
居
に
武
器
が
あ
る
重
大
ま
た
は

一
致
し
た
兆
候
が
存
す
る
場
合
、
予
審
判
事
の
同
意
を
え
た
後
ま
た

は
こ
の
司
法
官
の
指
示
に
基
づ
き
、
第
五
七
条
の
態
様
に
従
い
か
つ

第
五
九
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
時
間
に
家
宅
捜
索
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。

⑦
「
武
器
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
当
該
武
器
は
押
収
さ
れ
、
封
印
が

な
さ
れ
る
。」

⑧
Ⅲ.
｜
同
法
典
第
二
三
〇

一
九
条
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

⑨
1
第
三
項
（
第
二
号
）
に
お
い
て
、

及
び
第
一
四
号
」
と
い
う

文
言
は
、

、
第
一
四
号
及
び
第
一
七
号
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換

え
ら
れ
る
。

⑩
2
第
二
項
（
第
八
号
）
は
、
次
の
よ
う
に
修
正
さ
れ
る
。

ａ)
「
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
の
枠
内
で
」
と
い
う
文
言
は
、

刑

事
強
制
、
保
護
観
察
付
執
行
猶
予
、
仮
釈
放
、
刑
の
修
正
、
司
法
監

視
ま
た
は
保
安
監
視
の
枠
内
で
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

ｂ)
「
第
七
号
乃
至
第
一
四
号
」
と
い
う
文
言
は
、

及
び
第
一
九

号
」
と
い
う
文
言
に
よ
っ
て
補
完
さ
れ
る
。

3
第
一
一
項
（
第
九
号
）
に
お
い
て
、

及
び
第
四
号
」
と
い
う

文
言
は
、

第
四
号
及
び
第
一
一
号
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら

れ
る
。
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Ⅳ.
｜
同
法
典
第
七
〇
九

一
条
は
以
下
の
起
草
に
お
い
て
再
構
成

さ
れ
る
。

「
警
察
及
び
憲
兵
は
、
職
権
に
よ
り
ま
た
は
共
和
国
検
事
も
し
く

は
刑
罰
適
用
判
事
の
指
示
に
基
づ
き
、
刑
法
典
第
一
三
一

九
条
第

二
項
も
し
く
は
第
一
三
一

一
一
条
第
二
項
が
適
用
さ
れ
ま
た
は
刑

罰
適
用
判
事
の
監
督
下
に
置
か
れ
た
あ
ら
ゆ
る
被
有
罪
宣
告
者
、
及

び
、
有
罪
判
決
の
適
用
に
よ
り
課
さ
れ
た
義
務
を
遵
守
し
な
か
っ
た

こ
と
を
疑
わ
せ
る
十
分
な
理
由
が
存
す
る
あ
ら
ゆ
る
被
有
罪
宣
告
者

を
逮
捕
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
対
象
者
は
、
そ
の
際
、
自
己
の
状
況

が
確
認
さ
れ
、
義
務
違
反
に
関
し
て
聴
取
さ
れ
る
た
め
、
司
法
警
察

員
の
決
定
に
基
づ
き
、
警
察
ま
た
は
憲
兵
の
施
設
内
に
最
大
二
四
時

間
留
置
さ
れ
う
る
。

「
措
置
を
開
始
し
た
時
点
で
、
司
法
警
察
員
は
、
共
和
国
検
事
ま

た
は
刑
罰
適
用
判
事
に
通
知
す
る
。

「
被
留
置
者
は
、
直
ち
に
、
司
法
警
察
員
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、

司
法
警
察
員
の
監
督
の
下
、
司
法
警
察
官
に
よ
っ
て
、
違
反
し
た
こ

と
が
疑
わ
れ
て
い
る
義
務
の
種
類
、
及
び
、
第
六
三

二
条
乃
至
第

六
三

四
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
権
利
を
自
己
が
行
使
し
う
る
旨

の
通
知
を
受
け
る
。

「
対
象
者
が
刑
罰
適
用
判
事
の
監
督
下
に
置
か
れ
る
場
合
、
第
六

三

二
条
及
び
第
六
三

三
条
に
よ
っ
て
共
和
国
検
事
に
付
与
さ
れ
た

権
限
は
、
こ
の
判
事
に
よ
っ
て
、
ま
た
は
、
こ
の
判
事
の
故
障
の
場

合
に
は
、
共
和
国
検
事
に
よ
っ
て
行
使
さ
れ
る
。

「
第
六
四
条
は
、
本
措
置
に
適
用
さ
れ
る
。
被
留
置
者
は
、
そ
の

留
置
の
間
、
警
察
ま
た
は
憲
兵
に
よ
る
身
体
検
査
の
対
象
と
な
り
え

な
い
。

「
こ
の
措
置
の
終
了
後
、
共
和
国
検
事
ま
た
は
刑
罰
適
用
判
事
は
、

場
合
に
よ
っ
て
は
、
一
時
的
収
容
を
命
じ
る
た
め
、
対
象
者
が
裁
判

所
に
召
喚
さ
れ
る
旨
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。

「
共
和
国
検
事
ま
た
は
刑
罰
適
用
判
事
は
、
同
様
に
、
司
法
警
察

員
ま
た
は
司
法
警
察
官
に
対
し
て
、
留
置
終
了
後
、
後
日
面
前
に
召

喚
さ
れ
る
旨
を
対
象
者
に
通
知
す
る
よ
う
請
求
す
る
こ
と
が
で
き

る
。」Ⅴ.

｜
同
法
典
第
七
〇
九

一
条
の
後
、
次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
る

第
七
〇
九

一

一
条
が
挿
入
さ
れ
る
。

「
第
七
〇
九

一

一
条
｜
警
察
及
び
憲
兵
は
、
有
罪
宣
告
の
た
め

武
器
の
所
持
が
禁
止
さ
れ
て
い
る
被
有
罪
宣
告
者
に
つ
き
、
現
に
そ

の
住
居
に
武
器
が
あ
る
重
大
ま
た
は
一
致
し
た
兆
候
が
存
す
る
場
合
、

共
和
国
検
事
も
し
く
は
刑
罰
適
用
判
事
の
同
意
を
え
た
後
ま
た
は
こ

れ
ら
の
司
法
官
の
指
示
に
基
づ
き
、
第
五
七
条
の
態
様
に
従
い
か
つ

第
五
九
条
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
時
間
に
家
宅
捜
索
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。
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「
武
器
が
発
見
さ
れ
た
場
合
、
当
該
武
器
は
押
収
さ
れ
、
封
印
が

な
さ
れ
る
。」

Ⅵ.
｜
同
法
典
第
七
一
二

一
六

三
条
は
、
廃
止
さ
れ
る
。

Ⅶ.
｜
司
法
扶
助
に
関
す
る
一
九
九
一
年
七
月
一
〇
日
の
法
律
第
九

一

六
四
七
号
第
六
四

一
条
第
一
項
に
お
い
て
、

警
察
留
置
」
と

い
う
文
言
の
後
に
、

留
置
ま
た
は
監
置
の
」
と
い
う
文
言
が
挿
入

さ
れ
る
。

第
五
章

被
有
罪
宣
告
者
の
監
督
、
監
視
下
で
の
漸
進
的
な
自
由
回

復
を
保
証
す
る
諸
規
定

第
一
六
条

①
Ⅰ.
｜
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
一
九

一
条
の
後
に
、

強

制
下
釈
放
」
と
題
す
る
第
一
節
の
二
が
挿
入
さ
れ
、
第
七
二
〇
条
は

次
の
よ
う
に
起
草
さ
れ
再
構
成
さ
れ
る
。

②
「
第
一
節
の
二

③
「
強
制
下
釈
放

④
「
第
七
二
〇
条
｜
総
計
で
五
年
以
下
と
な
る
一
つ
ま
た
は
複
数
の

自
由
剥
奪
刑
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
刑
期
の
三
分
の
二
以
上
が
経

過
し
た
場
合
、
被
有
罪
宣
告
者
の
状
況
が
、
刑
罰
適
用
判
事
に
よ
っ

て
調
査
さ
れ
る
。

⑤
「
刑
罰
適
用
委
員
会
に
お
け
る
こ
の
調
査
の
後
、
刑
罰
適
用
判
事

は
、
理
由
を
付
し
た
命
令
に
よ
り
、
第
七
〇
七
条
の
定
め
る
要
請
を

遵
守
し
つ
つ
、
強
制
下
釈
放
を
宣
告
す
る
か
、
ま
た
は
、
そ
の
よ
う

な
措
置
が
不
可
能
と
思
料
す
る
場
合
、
当
該
措
置
を
宣
告
し
な
い
旨

決
定
す
る
。

⑥
「
強
制
下
釈
放
は
、
被
有
罪
宣
告
者
の
収
容
を
終
わ
ら
せ
、
刑
罰

適
用
判
事
に
よ
っ
て
下
さ
れ
る
決
定
に
従
っ
て
、
残
刑
期
と
等
し
い

期
間
、
同
人
を
半
自
由
、
電
子
監
視
、
外
部
収
容
ま
た
は
仮
釈
放
に

付
す
も
の
で
あ
っ
て
、
こ
れ
ら
の
措
置
を
遵
守
し
な
か
っ
た
場
合
の

帰
結
も
含
む
。

⑦
「
第
一
項
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間
内
に
被
有
罪
宣
告
者
の
状

況
の
調
査
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
控
訴
院
刑
罰
適
用
部
の
長
は
、
職

権
に
よ
り
、
ま
た
は
、
被
有
罪
宣
告
者
も
し
く
は
共
和
国
検
事
の
付

託
に
基
づ
き
、
強
制
下
釈
放
を
命
じ
る
こ
と
が
で
き
る
。」

⑧
Ⅱ.
｜
第
七
一
二

一
一
条
第
一
項
に
お
い
て
、

及
び
第
七
一
二

八
条
」
と
い
う
文
言
は
、

第
七
一
二

八
条
及
び
第
七
二
〇
条
」

と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

第
一
七
条

①
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
三
〇

二
条
の
後
に
、
次
の
よ

う
に
起
草
さ
れ
る
第
七
三
〇

三
条
が
挿
入
さ
れ
る
。

②
「
第
七
三
〇

三
条
｜
総
計
で
五
年
以
上
と
な
る
一
つ
ま
た
は
複

数
の
自
由
剥
奪
刑
を
執
行
す
る
に
あ
た
り
、
刑
期
の
三
分
の
二
以
上

が
経
過
し
た
場
合
、
第
七
一
二

六
条
ま
た
は
第
七
一
二

七
条
に
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よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
態
様
に
従
っ
て
行
わ
れ
る
対
審
に
際
し
、
仮
釈

放
の
恩
恵
に
関
し
て
裁
定
を
下
す
た
め
、
刑
罰
適
用
判
事
ま
た
は
行

刑
裁
判
所
に
よ
っ
て
被
有
罪
宣
告
者
の
状
況
が
調
査
さ
れ
る
。
対
象

者
が
無
期
懲
役
の
宣
告
を
受
け
た
者
で
あ
る
場
合
、
こ
の
対
審
は
、

拘
禁
開
始
か
ら
一
八
年
経
過
後
に
行
わ
れ
る
。

③
「
但
し
、
刑
罰
適
用
判
事
ま
た
は
行
刑
裁
判
所
は
、
対
象
者
が
あ

ら
か
じ
め
全
て
の
仮
釈
放
を
拒
否
す
る
旨
を
明
示
し
て
い
る
場
合
、

対
審
に
お
い
て
一
件
書
類
を
検
討
す
る
義
務
を
負
わ
な
い
。

④
「
第
一
項
に
よ
っ
て
定
め
ら
れ
る
期
間
内
に
か
つ
そ
の
態
様
に

従
っ
て
対
審
が
行
わ
れ
な
い
場
合
、
控
訴
院
刑
罰
適
用
部
の
長
は
、

職
権
に
よ
り
、
ま
た
は
、
被
有
罪
宣
告
者
も
し
く
は
共
和
国
検
事
の

付
託
に
基
づ
き
、
対
審
を
行
い
う
る
。」

第
一
八
条

①
刑
事
訴
訟
法
典
第
七
一
二

四
条
第
二
項
は
削
除
さ

れ
、
同
法
典
第
七
二
三

一
四
条
、
第
七
二
三

一
九
条
乃
至
第
七
二

三

二
八
条
、
及
び
、
第
九
三
四

二
条
は
廃
止
さ
れ
る
。

②
同
法
典
第
九
三
四

一
条
に
お
い
て
、

第
七
二
三

一
五
条
、
第

七
二
三

二
四
条
及
び
第
七
二
三

二
七
条
の
」
と
い
う
文
言
は
、

第
七
二
三

一
五
条
の
」
と
い
う
文
言
に
置
き
換
え
ら
れ
る
。

第
三
編

雑
則

第
一
九
条

単
純
執
行
猶
予
が
本
法
施
行
前
に
言
い
渡
さ
れ
た
有
罪

判
決
に
よ
っ
て
当
然
に
取
り
消
さ
れ
た
場
合
、
刑
事
訴
訟
法
典
第
七

三
五
条
の
規
定
は
、
取
消
か
ら
生
じ
る
刑
罰
が
完
全
に
は
執
行
さ
れ

な
か
っ
た
限
り
で
、
適
用
さ
れ
る
。

第
二
〇
条

①
Ⅰ.
｜
本
法
第
七
条
乃
至
第
一
〇
条
の
規
定
は
、
公
布

後
六
ヵ
月
目
の
朔
日
か
ら
、
こ
の
日
以
降
に
行
わ
れ
る
犯
罪
に
つ
い

て
、
効
力
を
有
す
る
。

②
Ⅱ.
｜
本
法
第
一
六
条
、
一
七
条
及
び
第
一
八
条
の
規
定
は
、
公
布

後
三
ヵ
月
目
の
朔
日
か
ら
効
力
を
有
す
る
。

③
第
一
六
条
及
び
第
一
七
条
の
規
定
は
、
発
効
時
、
既
に
刑
期
の
三

分
の
二
以
上
が
経
過
し
て
い
る
被
有
罪
宣
告
者
に
つ
い
て
、
一
年
以

内
に
適
用
さ
れ
る
。

第
二
一
条

本
法
は
、
ニ
ュ
ー
カ
レ
ド
ニ
ア
並
び
に
ワ
リ
ス
及
び
フ

ツ
ナ
諸
島
に
適
用
さ
れ
な
い
第
一
五
条
Ⅶ
を
除
い
て
、
共
和
国
領
土

全
域
に
適
用
さ
れ
る
。

二
〇
一
三
年
一
〇
月
九
日

パ
リ
に
て
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本
法
は
、
法
案
を
提
出
し
た
司
法
大
臣
の
名

に
ち
な
ん
で
、
別
名
「T

A
U
B
IR
A

法
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

３
）

両
制
度
の
概
要
及
び
運
用
状
況
に
つ
い
て
は
、
井
上
宜
裕
「
フ

ラ
ン
ス
に
お
け
る
刑
事
強
制
お
よ
び
強
制
下
釈
放
に
つ
い
て
」
刑
事

立
法
研
究
会
社
会
内
処
遇
班
編
『

司
法
と
福
祉
の
連
携
」
の
展
開

と
課
題
（
仮
題
）』

現
代
人
文
社
、
二
〇
一
八
年
刊
行
予
定
）
参
照
。

４
）

な
お
、
本
法
案
の
提
案
理
由
書
に
つ
い
て
も
、
次
号
（
法
政
研

究
八
五
巻
一
号
）
で
紹
介
す
る
予
定
で
あ
る
。

【
付
記
】
本
研
究
はJS

P
S

科
研
費JP

17K
03433

の
助
成
を
受
け

た
も
の
で
あ
る
。
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